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要旨   

自然塗料に対する熱，水，光などの影響を把握するために，長期間の耐久性試験（耐熱性，寒熱線返し，耐水性，  

耐湿性，屋内暴露）を実施した．その結果，熱による変色は汎用塗料より2～3倍大きいが目視では判別しにくい程  

度で，熱による影響は小さかった。吸水量は未処理よりは少ないものの汎用塗料の2～3倍の値を示し，吸湿性と放  

湿性は未処理と同程度であった．光による変色は汎用塗料より小さく，油性系塗料，ワックス系塗料j 油性着色塗料  

の順に小さいことが分かった。  

1． はじめに   

低公害で安全性を重視し，天然油脂や樹脂を主原料と  

した塗料浸透仕上げ型の油性塗料である「自然塗料」が∫  

合成樹脂塗料の代替，VOC対策として注目されている。  

また，当県においても家具，工芸，木履，住宅産業等か  

ら自然塗料に対する関心の高まりと期待が感じられるよ  

うになった．   

昨年度，椅子やテーブル】収納家具などの塗装表面を  

対象とした，実用上の塗膜の耐汚染性試験および耐久性  

試験を実施し，汎用塗料と比べて温水やアルカリ性液∫  

染料液，有機溶剤等で若干劣るものの，一般家庭の生活  

環境で支障をおよばさない程度の耐久性を有することが  

分かった。1）   

本報では，昨年度に引き続き∴熱 水】光などの影響  

を把握するために長期間の耐久性試験（耐熱性，寒熱線  

返し，耐水性，耐湿性5 屋内暴露）を実施したので報告  

する一  

2．実験方法   

2．1供試材料   

供試木材や供試塗料および塗装工程は，前報と同様と  

し，新たに調整した試験片を30日間室内放置した後，試  

験に用いた．   

2．2 耐熱性試験   

試験片を60℃の恒温器の中で7日間加熱した．   

2．3 寒熟繰返し試験   

試験片を80℃の恒温器の中で2時間加熱し，その後，  

w30℃の恒温器の中で2時間冷却する寒熱線返しを，2  

サイクル実施した．   

2．4 耐水性試験   

試験片にj 塗装面（表面）以外の側面や裏面に耐水性  

シーリング剤を塗布し防水処理したものを，20℃の恒温  

水槽中に24時間浸漬した．   

2．5 耐湿性試験   

耐水性試験と同様に防水処理した試験片をj 40℃90％  

の恒温恒湿器の中で7日間加湿し，その後40℃30％の恒  

温恒湿器の中で7日間減湿した．   

2．6 屋内暴露試験   

窓際の南面舶度に試験片を設置し，平成柑年】一月】0日  

より8週間屋内暴露した．   

2．7 塗月稟劣化の評価方法   

塗膜の割れ，ふくれ，はがれ，変色，艶変化，などの  

外観変化を目視にて観察するとともに，測色計（住化セ  

ンター：S‡COMUC20）で色の変化（色差：AE＊ab）を計  

測した．  

3．結果及び考察   

3．1熱の影響   

耐熱性試験や寒熱線返し試験において，目視観察よる  

塗膜の割れ，ふくれ，はがれ，変色，艶変化などの外観  

変化はほとんど認められなかった．耐熱試験における加  

熱日数と色差との関係をFig．1に示す．これは，熱によ  
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Fig．1熱による変色（耐熱試験）  
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Fig。2 熱による変色（寒熱線返し試験）  

る変色を示したもので，自然塗料の色差は汎用塗料より  

加熱日数とともに2～3倍大きくなった．寒熱繰返し試  

験における塗料別の色差をFig．2に示す．これは，熱に  

よる変色を示したもので，同様に汎用塗料より大きいこ  

とが分かった，目視では，色差（△E＊ab）が1．5以下の変  

色は判別できにくく，0．5以下は判別できない範囲なの  

で，実用上熱による影響は少なく，問題にならない程度  

と考えられる。   

3．2 水や湿度の影響   

耐水性試験や耐湿性試験においても1目視観察よる塗  

膜の外観変化はばとんど認められなかった。耐水試験に  

おける塗料別の吸水量（g／ポ）をFig．3に示す．これは，  

塗料別の吸水量を示したもので，自然塗料は未処理より  

は少ないものの，汎用塗料の2～3倍の吸水量があった。  

耐湿試験における吸湿日数と吸湿量（g／ポ）との関係を  

Fig，4に示す，これは，吸湿量の変化を示したもので，  

湿度30％  

吸湿日数（臼）   

Fまg．4 板面の吸湿量（耐湿試験）  

自然塗料は未処理と同程度の吸湿性と放湿性を持ってい  

るが，それに比べ汎用塗料は吸湿量が少なく，一度吸湿  

した水分を放湿しにくいことも分かった。自然塗料を塗  

布した材は未処理材に近い吸8放湿性があることから，  

住宅などの内装部材の表面処理に適していると考えられ  

る。   

3．3 光の影響   

屋内暴露試験における屋内暴露日数と色差（△E＊ab）と  

の関係をFig．5に，彩度（C＊）と明度（L＊）との関係を  

Fig。6に，色相（a＊－b＊）との関係をFig．7に示す。屋内暴  

露試験においても，目視観察よる塗膜の外観変化はほと  

んど認められなかった〃 すべての塗料の変色は暴露日数  

経過とともに比例して増加し，明度や彩度は上がり，色  

相はa＊からb＊方向につまり赤色から黄色方軋 黄白色に  

なった．また，自然塗料の変色は汎用塗料より小さいこ  

とや油性系塗料，ワックス系塗料，油性着色塗料の順に  
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Fig．5 光による変色（△E＊ab：屋内暴露試験）  
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Fまg．7 光による変色（a＊－b＊：屋内暴露試験）  

3倍あり，吸湿性と放湿性は未処理と同程度であるこ   

とが分かった．  

3）光による変色は汎用塗料より小さいことや油性系塗軋   

ワックス系塗料，油性着色塗料の順に小さいことが分   

かった．  
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Fig．6 光による変色（L＊C＊：屋内暴露試験）   

小さいことが分かった．油性着色塗料が最も／」＼さいのは】  

油性着色塗料に含まれている顔料が光をブロックし木材  

の変色を抑制しているためと考えられる．変色を考慮し  

た塗装  

を望む場合は，油性着色塗料の使用が好ましいと考えら  

れる．  

4． まとめ  

1）熱による変色は汎用塗料より2～3倍大きいが，目視   

では判別しにくい程度で，熱による影響は小さいこと   

が分かった．  

2）吸水量は未処理よりは少ないものの，汎用塗料の2～  
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